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 人びとのニーズに応え、人びとがこんなものが欲しいと願うものを生産することを超え

て、人びとの欲望そのものを開拓し、社会のニーズそのものを生産することに腐心してき

た現代社会。欲望とニーズがはてしなく増殖してゆくその過程で、この社会においてほん

とうになくてはならないもの、あってもよいがなくてもよいもの、そして端的になくてよ

いものの区別がつかなくなってきている。そう、価値の遠近法といったものが見えなくな

ってきている。 
 欲望の充足ということが幸福の条件である、少しでも多くの満足を。--人類がそう考えて

めがけてきた「豊かな生活」の、その豊かさの意味をあらためて考えなおしつつ、「足らな

い」ことの意味、「足らざるに足るを感じる」ことの意味を考える。 


